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．はじめに

近世から近代にかけての商品流通の地域的

展開に関する研究は，流通システムを足がか

りに追究を試みたものが多い。

中西は，流通史や経済史の視点から松前鯡

の魚肥を取り上げて，市場構造の動態的分析

を体系的に試みた1）。問屋などの商人や廻船

業者など，取引に関わった業者の史料を分析

し，新しい参入者などの要因により流通の地

域的展開をはじめとした市場構造が歴史的に

変遷していく様子を整理した。

歴史地理学の立場から論じたものとして，

古田は近世～近代の流通に関して魚肥を取り

上げて，流通システムの地域的展開と地域構

造の分析を体系的に試みた2）。その中で，魚

肥転換などの要因分析の際に，「生産地－流

通拠点－消費地」という流通システムを一体

として捉え，その上で関連する各地の地域構

造を分析した。とくに魚肥問屋を流通拠点と

して，問屋を経由する魚肥流通について報告

した。

こうした近世から近代にかけての流通シス

テムの地域的展開と地域構造の変容に関する

研究は，他にも塩 3），木綿 4），木材 5），味

噌・溜 6），醤油 7）や茶 8）など，当時において

重要視された商品作物や加工品について取

り上げた報告が多い。歴史的史料に限りがあ

るという制約がある中で，多くは事例研究と

して流通組織や問屋などの商人の文書をもと

にしている。中には，汽船の移出史料によっ

て村からの流通記録に特化した報告もみられ

る9）。そして，流通組織や流通に関係する特

権商人の活動，商品の生産地や消費地との取

引による流通の地域的展開など流通システム

の解明や，流通に関わる生産地，流通拠点，

消費地の地域構造に関する視点が中心となっ

て研究が進められている。

そこでは「生産地－流通拠点－消費地」と

いう流通システムの中で，街道上の中継地の

存在が捉えられにくい。中西や古田の報告は

海上輸送による流通に関する史料が多く，他

の研究においても取引記録による生産地と流

通業者，流通業者と消費地を線で結ぶ分析が
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じように商品作物として流通した薬草流通の

例を交えて考察する。

そこで，茶については宿場の問屋に残され

ている取引記録を，薬草については薬草仲買

人の取引記録を史料として，それぞれ分析

した。

．美濃・近江国境周辺の地域概観

本稿では，近江国坂田郡 （現米原市） から

美濃国不破郡・揖斐郡 （現関ヶ原町，揖斐川

町春日） にかけての国境周辺地域を研究対象

地域とする （図 1）。この地域は，南北に伸び

る山地が関ヶ原付近でとぎれるために，関ヶ

原は美濃・近江国境周辺の街道が集まる交通

の要衝となっている。その中でも，近世にお

いて日本の東西交通の幹線である中山道が通

り，交通量は多く10），付随していくつかの脇

街道が発達していた。本稿で扱う地域に通る

おもな街道は中山道，九里半街道，北国脇往

還，長浜街道である11）。

その中でも北国脇往還は，中山道の脇道と

して利用されており，美濃・近江国境周辺に

おいては流通に大きな役割を果たしていたと

いえる。関ヶ原から木之本までの間に7宿が

整備されていた。このうち，坂田郡の玉，藤

川，浅井郡の伊部，郡上の 4宿の規模は小さ

く （表 1），また，隣接する宿場との距離も短

いために，片側のみの継ぎ送りとすることで

その負担を軽減されていた。すなわち，隣接

している玉宿と藤川宿の場合では，前者では

上り （木之本方面） のみ，後者では下り （関ヶ

原方面） のみの継ぎ送りがおこなわれていた。

また，同じく伊部宿と郡上宿の場合も，前者

では上り （木之本方面） のみ，後者では下り

（関ケ原方面） のみの継ぎ送りであった。

近世から近代において，近江と美濃との交

流の経路はこの北国脇往還や中山道が幹線

だったが，その他にも伊吹山の藤川峠や上平

寺越の峠道は，本稿で扱う茶や薬草の流通に

利用されていた。

中心のため，流通途上の街道にある中継地に

視点を置いて流通システムや地域構造を分析

している報告は少ない。

街道上の中継地は，近世の陸上輸送におい

て商品が継ぎ送りされるために生じる。その

ため，商品流通がもたらす街道上の中継地の

地域的特色や，他の地域との関連といった地

域構造の変容を分析することで，より深く流

通構造の展開を整理することができる。

本稿では，近世から近代において商品作物

として生産され流通された茶や薬草について

取り上げ，流通の中継地としての性格を持っ

ていた美濃・近江国境周辺を対象として，地

域構造の特殊性を捉える。

また，近代における交通の発達により流通

システムが変わり，「中継地」としての対象

地域の特色の変容を捉えることで，地域構造

の変遷を考察する。

亜熱帯性の樹木である茶は，積雪の多い対

象地域において必ずしも好立地ではない。し

かし，対象地域の近江の各村においては自給

的に栽培されていたものが商品作物として取

引されるようになった。美濃の粕川筋では山

間部であるために米の生産が限られ，商品作

物として栽培されていた。また，薬草は明確

な採集や生産の始まりはわからないものの，

近世後期にはもぐさを扱う出店が中山道や北

国脇往還沿いにあり，対象地域の特産品と

なっていた。いずれも対象地域において重要

な商品作物であり，史料の残存状況にもめぐ

まれている。

研究の方法として，まず，美濃・近江国境

周辺地域に関する当時の茶流通の地域的展開

を把握し，この地域が茶流通の中継地として

どのような性格を持っていたかを検討する。

次に，美濃国粕川筋で生産された茶が美濃・

近江国境周辺の茶流通と関連していった過程

を考察する。そして，中継地としての特色が

近代以降どのように変容したのか，また，そ

の要因は何かを分析する。その際に，茶と同
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ることと，近世の文書では粕川筋と呼ばれて

いたことによる。粕川筋の集落はいずれも山

間に位置し，傾斜が急であり，水田は発達し

なかった。そのため，近世は畑作を中心とし

て農業経営を行っていた （表 2）。また，急傾

斜地であることと，多雨地域であること，水

これらの峠道を利用して，美濃国揖斐郡の

川合，中山，古屋，笹又 （現揖斐川町春日）

といった集落と近江との交流がさかんに行わ

れた12）。本稿ではこれら各集落を「粕川筋」

とする （後掲図 7参照）。これは各集落が粕

川によって形成された谷に沿って発達してい

表１　北国脇往還における各宿場の規模

宿場 木之本 郡上 伊部 春照 藤川 玉 関ヶ原

近世 寛永14年 天保14年 宝暦3年 天保13年
（西暦） （1637年） （1843年） （1753年） （1842年）

家数（軒） 125 100 351
人口（人） 600 352 1389
常備馬数（疋） 30 10 *50

近代 明治14年 明治14年 明治14年 明治14年 明治14年
（西暦） （1881年） （1881年） （1881年） （1881年） （1881年）

家数（軒） 290 68 109 172 135
人口（人） 1031 261 280 774 627

伊吹町史編さん委員会編『伊吹町史　通史編上』伊吹町，1997，523-525頁，伊吹町史編さん委員会編『伊吹町史　通史編
下』伊吹町，1995，717頁，関ヶ原町編『関ヶ原町史　通史編下』関ヶ原町，1993，124-126頁，193頁，「滋賀県物産誌」
滋賀県市町村沿革史編さん委員会編『滋賀県市町村沿革史　第5巻資料編一』滋賀県，1962，738頁，754頁，797-798頁，
864頁により作成。＊延宝 8 （1680） 年。

図１　美濃・近江国境周辺の地域概観図
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茶荷物に関しては，北国脇往還と九里半街

道の各宿場では，商品を継ぎ送りする際に経

路を選択するにあたって係争が生じていた。

美濃・近江国境周辺の茶荷物流通からこの地

域の中継地としての特色をみるためには，こ

の係争をふまえておく必要がある。

近世において，揖斐川を利用し，九里半街

道の起点，船附・栗笠・烏江などで陸揚げさ

れた商品は，九里半街道から関ヶ原へと継ぎ

送りされ，その先はおもに 2種類の輸送形態

がとられた。一方は引き続き九里半街道 （中

山道） を通って米原湊で湖上輸送に切りかえ

る経路である （以下「九里半街道側」「九里

半街道経由」）。他方は関ヶ原から北国脇往還

春照を経て長浜街道に入り，長浜湊で湖上輸

送に切りかえる経路である （以下「北国脇往

還側」「北国脇往還経由」）。美濃国からの商

品輸送経路はおもにこの二つに振り分けられ

ていた15）。北国脇往還経由では，九里半街道

経由に比べて距離が短く，また継ぎ立て回数

が少ないために輸送費が安く，荷物の傷みが

少なかった。さらに九里半街道のように公用

優先で商品継ぎ送りを待たされることが少な

かったこともあり，経済的な点から商人には

重宝されていた16）。

しかし，五街道の一つである中山道と重な

る九里半街道側の宿場では，経営が圧迫され

てくると商品継ぎ送りの正当性がたびたび主

張され，商品継ぎ送りによる利益を確保しよ

うとする動きがあった。こうして，北国脇往

還と九里半街道の各宿場では，商品を街道で

継ぎ送りする際に，経路を選択するにあたっ

ての係争が生じた （表 3）。係争は近世を通じ

て行われ，どちらか片方の主張がみとめられ

ることが繰り返された。また，例えば九里半

街道側の北国脇往還経由の商品継ぎ送りはみ

とめられてはならないという主張が奉行所な

どに聞き入れられても，輸送距離，輸送力や

運賃などの利点から商品は北国脇往還側から

も送られるなど，主張は無視されることが多

はけの良いことなどから，近世中頃から商品

作物として茶生産がさかんに行われ，出荷さ

れていた13）。また，伊吹山では古代から薬草

が自生していた。近世から近代にかけて，伊

吹山の麓である粕川筋において，薬草の採取

と栽培がさかんに行われ，他地域に流通され

ていた14）。

．近世粕川筋産の茶流通

（1）近世美濃・近江国境周辺における茶の流

通状況

美濃国関ヶ原宿における問屋兵四郎以下6

名による商品荷物の継ぎ送り記録をみると，

中山道，北国脇往還や九里半街道を通じて，

商品が各方面に輸送されていた状況がうかが

える （図 2）。この史料では，茶荷物の取り扱

いについての記録はないものの，関ヶ原宿に

関わる商人荷物の扱いや隣の宿場町へ継ぎ送

る荷物の量，荷物の生産地，最終流通先など

がわかり，美濃・近江国境周辺地域に関わる

荷物は，美濃や尾張の東海地域と，京や大

坂，または越前や加賀といった北陸間との流

通がみられる。

表２　粕川筋各村の概観 （明治 5 （1872） 年）

村名
田高

（石.斗）
畑高

（石.斗）
家数
（戸）

人口
（人）

滝村 5.1 5.8 14 82
樫村 1.6 9.7 18 78
池戸村 0.0 20.8 17 77
下ヶ流村 0.0 97.0 76 348
上ヶ流村 1.5 146.7 49 207
谷山村 0.0 21.1 17 99
香六村 0.0 77.4 26 130
小宮神村 0.0 55.1 59 304
川合村 0.0 126.3 76 384
中山村 0.0 161.3 40 193
古屋村 ＊

笹又村 ＊

「明治 5年村明細帳」春日村史編集委員会編『春日村史 下
巻』春日村，1983，10-11頁。また，山村振興調査会編
『西濃近郊山村のすがたと進路　―急傾斜地の資源・産業

開発を中心に―』山村振興調査会，1974，5頁により作
成。＊古屋，笹又は資料欠。
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る地域構造は大きくは変わらなかったといえ

る17）。

この北国脇往還の商品輸送では，とりわけ

米原・長浜方面への茶荷物が多数を占めてい

かった。さらに，奉行所などの公権力は双方

の要求を聞き入れたために，係争は解決しな

かった。この係争が近世を通して続いていた

ことから，美濃・近江国境周辺の流通におけ

0 2 4     6
(km)

0 2 4     6
(km)

図２　関ヶ原宿を経由する商人荷物の流通の地域的展開 （天保14 （1843） 年）

それぞれ内枠は図 1の対象地域に対応し，内枠の外は，流通の地域的展開を概念的に示す。「商人荷物口銭払
い勘定上帳」(1843) 関ヶ原町編『関ヶ原町史　史料編三』関ヶ原町，1978，311-313頁より作成。
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物であり，それは旧暦 4～6月に集中する季

節的なものであった。

この茶荷物は美濃国武儀郡や加茂郡で生産

された美濃茶が長良川，揖斐川の船運により

た。図 3によると，美濃国北国脇往還玉宿に

おける享保 9 （1724） ～10年にかけての商荷

物輸送と茶荷物輸送の状況がわかる。ここで

は，玉宿で継ぎ送りされた商品の大半は茶荷

表３　近世における北国脇往還側と九里半街道側の係争

年
（西暦）

文書名 差出人 宛先 内容
係争の結果，主張が
みとめられた宿場町

慶長11
（1606）年

関ヶ原問屋より證文之写 関ヶ原 柏原･今須
関ヶ原宿が北国脇往還に荷物を送らないことを
約束

九里半街道側

延宝 5
（1677）年

乍恐指上申口上書之事 玉 彦根奉行所
延宝 5年の九里半街道 3宿の訴訟は慣例に反す
る

北国脇往還側

享保10
（1725）年

茶荷物等出入吟味帳 玉 彦根奉行所
玉宿では茶荷物輸送の割合が高い
また，北国脇往還経由の輸送を望む商人が多い

北国脇往還側

享保10
（1725）年

乍恐口上ヲ以奉申上候 春照･長浜･玉 竹中氏
享保10年の九里半街道 4宿の訴訟は慣例に反
し，無効

北国脇往還側

享保11
（1726）年

取替證文之事 今須･柏原･醒井 道中奉行
慶長11年證文で北国脇往還に荷物を送らないこ
とを約束済み

九里半街道側

宝暦 3
（1753）年

乍恐口上書ヲ以御願申上候 玉 彦根奉行所 茶荷物渋滞のため 3分を北国脇往還経由で送る 北国脇往還側

宝暦 3
（1753）年

口上書 春照 岩手奉行所
宝暦 3年の取り決め以後茶荷物輸送が復活，諸
荷物も送る

北国脇往還側

天明 6
（1786）年

宿々集会示合証文之事 九里半街道各宿
下り荷物を長浜港へ付けない
関ヶ原宿は北国脇往還に新規荷物を送らない

九里半街道側

文政 3
（1820）年

乍恐以書付奉御請申上候 関ヶ原 道中取締役人
今後北国脇往還方面へ荷物を送ることはないよ
う誓う

九里半街道側

文政13
（1830）年

乍恐申上候御上之覚 関ヶ原 道中取締役人
関ヶ原宿が北国脇往還方面への荷物輸送を止め
ることは不可能

北国脇往還側

天保 9
（1838）年

高札 幕府 中山道各宿
北国脇往還への荷物は差し押さえ，道中奉行所
へ申し立てる

九里半街道側

嘉永 3
（1850）年
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北国脇往還側

伊吹町史編さん委員会編『伊吹町史　通史編上』伊吹町，1997，573-586頁より作成。

図３　玉宿の商品附け送り状況 （享保 9 （1724） ～10年）

「茶荷物附送り出入吟味帳」 （1725），関ヶ原町編『関ヶ原町史　史料編三』関ヶ原町，
1978，542-547頁より作成。
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周辺は美濃茶流通の中継地としての性格を持

ち，そのために茶荷物の流通経路をめぐって

係争が起こったと指摘することができる20）。

（2）北国脇往還藤川宿の茶流通の特殊性

近江国北国脇往還藤川宿は，天保14 （1843）

年には125軒600人の規模だった。それほど

大規模な宿場ではない （表 1）。

先述したように，藤川宿は宿場の規模が小

さい上に玉宿と近接していることから，下り

荷物のみが継ぎ送りされていた （図 2）。その

ため，ほとんどが上り荷物として流通される

茶荷物が扱われることは考えられない。しか

し，藤川宿の本陣や庄屋を務めた林家 21）に

「茶荷物出入覚帳」22）という文書が残されて

いる。これは本来あるはずのない茶荷物流通

に関する記録である。これによると，文政5

（1822） ～7年における藤川宿の茶荷物売買先

が明らかになる （図 4）。

買入先についてみると，近世において茶生

九里半街道の起点である船附，栗笠，烏江ま

で運ばれ，先述の経路をたどった18）。長浜

（北国脇往還経由）・米原 （九里半街道経由）

～塩津・海津・大浦間を湖上輸送された後に

敦賀へと陸上で運ばれ，秋田など東北，北陸

方面で販売された。この流通の中で，春に加

茂郡・武儀郡において茶摘みが行われてか

ら，日本海が荒れる秋までに茶荷物を敦賀か

ら出荷させなければならないという事情によ

り，玉宿においては 4～6月頃に継ぎ送りさ

れたようだ 19）。

先述した北国脇往還と九里半街道との各宿

場で生じた商荷物継ぎ送りの係争も，多くは

茶荷物に関するものであった。美濃・近江国

境周辺の商荷物流通の状況は，係争を通して

みる限り近世末期まで大勢は変わらなかった

ので，茶荷物流通による中継地としての地域

構造も近世を通じておおよそ同じであったと

考えられる。

このように，近世を通じて美濃・近江国境

図４　藤川宿の茶荷物売買先 （文政 5 （1822） ～7年）

「茶荷物出入覚帳」林家文書 （滋賀大学経済学部附属図書館所蔵） より作成。
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として運ばれる茶を扱っているが，この粕川

筋から藤川峠を越えてくる流通は，北国脇往

還と九里半街道の係争があった美濃・近江国

境周辺の流通とは無関係に存在し，中継地に

特殊性がみられることである。

（3）近江湖北 3郡で生産された茶の流通

図 5は『滋賀県物産誌』 26）により作成した

明治14 （1881） 年の坂田，東浅井，伊香の湖

北 3郡における茶生産状況を表したものであ

る27）。

まず，坂田郡における茶生産は，先述した

藤川宿や春照宿のある北東部（伊吹山麓付

近）において少なく，中部から北西部にかけ

ての若干の集落でみられる。多くの集落では

自給用として生産されていた28）が，柏原や

大野木，寺倉といった集落では，他の集落に

対して製茶を売却していたようである。大野

木や一色などでは長浜に向けての出荷がみら

れる。

次に，東浅井郡では，山本村をのぞく西部

と東部においては少なく，中部の集落で多く

みられる。坂田郡と同じように，多くの村落

では自給用として生産されていたが，内保や

大依，八島などでは長浜に対して売却して

いる。

そして，伊香郡は，北部の山間部では生産

がみられないものの，下余呉や木之本など中

部から南部にかけてほぼ全ての村落で生産さ

れている。そのうち，木之本からは越前・敦

賀に向けて売却があり，越前と近江との交流

をうかがわせる。

以上からいえるのは，次の三点である。第

一に，湖北 3郡における茶生産は全体的に自

給を目的としたものが多かったことである。

第二に，製茶が他集落に売却されている場

合，売却先の多くは長浜であり，長浜の集荷

性がうかがえることである。第三に，以上の

ような湖北 3郡における茶生産と，先述の美

濃茶や粕川筋産の茶の流通を重ねた場合，美

産地であった中山，川合や古屋などの美濃国

粕川筋各村が挙げられる23）。このことについ

て，他の街道，例えば谷汲街道～赤坂～中山

道～関ヶ原～北国脇往還という東回りルート

を利用すれば，下り荷物しか扱わない藤川宿

が茶流通に携わることはないという近世美

濃・近江国境周辺の特色や，地理的な距離な

どから鑑みるに，これらの茶荷物は伊吹山藤

川峠を利用して粕川筋から直接藤川宿に運ば

れたものといえる。

売却先についてみると，藤川宿に隣接する

宿場町である春照宿を中心に，街道沿いの各

村が挙げられる。このうち，各村に対する小

規模な売却はそれぞれの村で消費されたもの

と考えられる。しかし，『春日村史』による

と，粕川筋上ヶ流村・下ヶ流村の名主や茶仲

買人と，越前国三国や鯖江の問屋との取引記

録が残されており24），また，「茶荷物出入覚

帳」25）には春照宿から長浜湊，塩津湊までの

運賃の記録もある。こうしたことから，春照

宿に運ばれた茶荷物は，その一部は宿内で消

費されたであろうが，多くはそのまま長浜～

湖上輸送～塩津～陸上交通～越前方面へと継

ぎ送りされていたようだ。すなわち，粕川筋

から北陸方面への茶荷物の流通経路の一部と

して藤川峠の経路が位置づけられ，藤川宿は

その流通の一端を担っていたことになる。し

かも，それは北国脇往還と九里半街道の宿場

町間で係争があった美濃・近江国境周辺の流

通とは，直接には関わらない経路として成り

立っていたことは，注目してよいだろう。

このことから，美濃・近江国境周辺の流通

について二つのことがいえる。第一は，粕川

筋から伊吹山藤川峠を経て近江を通って北陸

方面へと茶が継ぎ送りされていたことによ

り，粕川筋産の茶流通についても，先述した

武儀郡・美濃郡産の美濃茶同様，美濃・近江

国境周辺は中継地としての特色を持っていた

ことである。第二は，その流通において，本

来下り荷物しか扱わない藤川宿が，上り荷物
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図５　湖北 3郡における製茶の生産と流通 （明治14 （1881） 年頃）

「茶荷物出入覚帳」林家文書 （滋賀大学経済学部附属図書館所蔵） より作成。
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たものである。本史料によると，寅蔵も薬草

の行商を行っており，甚五郎は16～19歳ま

で父について行商に回り，19歳から一人で行

商を行うようになった31）。甚五郎が19歳の

時は明治18 （1885） 年であることを踏まえる

と，幕末から明治初期頃の流通先を示してい

るといえる。

父の行商経路について「京，大阪方面へ送

り出し」と記しているが，それによると上平

寺から「牛馬にて米原へ出，米原より舟にて

大津へ上げ，大津より車馬にかけて京都行」

などとある。このように，伊吹山上平寺越を

利用して近江国上平寺へ出たのち，米原から

船運で大津，京都，大阪へ行商した流通のほ

かに，米原，愛知川，八日市，八幡など湖東

地方にいくつかの得意先があったようだ。こ

れらはすべて粕川筋から西への流通であり，

東への流通はみられない。また，上平寺から

そのまま大津，京都，大阪へと運ばれていく

ことからも，美濃・近江国境周辺は流通の中

継地として機能しているといえる。このよう

濃国方面から長浜への流通は ｢東～西｣ の移

動であり，湖北 3郡のうち ｢東浅井郡・坂田

郡～長浜｣，「伊香郡～越前・敦賀」の茶流通

も ｢東～西｣ の移動である。すなわち，美濃

国方面からの流通において中継地としての特

色を持つこの湖北 3郡であるが，若干生産

される茶もその流通経路に乗っていたようで

ある。

．粕川筋産の薬草流通

（1）近世末期から近代初頭における粕川筋産

の薬草流通

これまでは，粕川筋産の茶流通を中心に，

美濃・近江国境周辺における流通の中継地と

しての地域的特色について明らかにしてき

た。しかし，近代以降の茶流通の変遷は史料

などの残存状況により，実証するには限界が

あった。そこで，同じ粕川筋で生産され，他

地域に出荷された薬草を事例として，近世末

期以降の流通の変容を捉えることとする。薬

草は粕川筋で生産され，他地域に販売された

ところから茶と同じように商品作物として扱

われたといえる。対象地域である美濃・近江

国境周辺の薬草流通を考察することで，近世

の茶流通において特色のあった地域構造がど

のように変容したのかを捉える。

明治中期から昭和初期にかけて，粕川筋古

屋には小寺甚五郎なる薬草仲買人がいた。こ

の人物による行商の記録が「買入帳」，「売上

帳」として現存している29）。また，小寺甚五

郎の自伝にあたる『我一代記』 30）には粕川筋

各村で採取された薬草を上平寺まで運び，そ

こから各地に行商したことが書かれている。

よって，小寺甚五郎による薬草の行商記録を

分析することは，近代における粕川筋産の薬

草流通の一端を明らかにし，美濃・近江国境

周辺地域の地域構造の変容を考察するため

に，貴重な資料となる。

図 6は『我一代記』をもとに，小寺甚五郎

の父，小寺寅蔵による薬草の行商経路を表し

図６　薬草仲買人・小寺寅蔵による薬草行商経路

（明治初期）

資料の制約により，県境・地名は現在のものとする。小寺

甚五郎『我一代記』 （春日森の文化博物館所蔵） より作成。
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方の取引が湖南地方に比べて増加している。

その後，明治44年，大正 4年，9年にかけ

て，全体的に取引量が減少する。取引先も，

滋賀県においては湖南地方，湖東地方の順に

減少し，長浜を中心とした湖北地方の取引と

なっていく。湖南地方の取引が減少するにつ

れて，京都との取引もなくなっている。愛知

県方面も全体として取引は減少し，一宮と津

に，近世末期から近代初頭にかけての粕川筋

産の薬草流通は，美濃から西への流通に限ら

れ，美濃・近江国境周辺が流通の中継地とし

て機能していることなどから，近世における

粕川筋産の茶流通と同様の流通経路を示して

いるといえる。

（2）近代における粕川筋産の薬草流通

小寺甚五郎の「買入帳」は明治26～大正11

（1922） 年にかけて断続的に11冊が残ってお

り，薬草の集荷先について 1軒ごとに集落名

と人名，品目名，重さ，代金などが記されて

いる。このうち，最も取引量の多かった明治

31年の様子を示したものが図 7である。こ

れによると，中山を最多として古屋，笹又と

いった粕川筋の各集落から薬草の買入れが行

われていた様子がうかがえる。

「売上帳」には，明治24年から大正12年に

かけて断続的に12冊現存し，粕川筋で集め

た薬草を各地へ出荷していた記録が記されて

る32）。これは注文を受けた記録，出荷する際

の記録，顧客ごとの販売の記録 （図 8） の 3

種類からなる。このうち，実際の取引記録で

ある顧客ごとの販売の記録について，その取

引量と取引先をまとめ，変遷を追ったものが

図 9である33）。

明治24年の小寺甚五郎による薬草販売先

をみると，愛知県は名古屋を最大として，一

宮，稲沢といった 3か所にやや大規模な取引

がある。滋賀県へは栗東，八幡，彦根，長浜

などを中心に，湖東・湖南地方に広く取引が

みられる34）。これは，先述した父寅蔵の得意

先をそのまま引き継いだためと考えられる。

他にも，京都や三重県の津，四日市，桑名な

どで若干の取引が認められる。

明治31年になると，全体的に取引量は増

え，甚五郎の精力的な活動がうかがえる。愛

知県は一宮が取引の中心となり，三重県への

取引も増える。滋賀県では湖東地方を中心に

引き続き多いのだが，彦根，長浜など湖北地

図７　薬草仲買人・小寺甚五郎の薬草買入先

（明治31 （1898） 年）

小寺甚五郎「明治31年売上帳」 （春日森の文化博物館所蔵）
より作成。粕川筋の旧春日村 （現揖斐川町春日地区） 域を
示す。
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小寺甚五郎「明治31年売上帳」 （春日森の文化博物館所蔵）
より作成。
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図９　小寺甚五郎による薬草販売先の変遷 （明治～大正期）

資料の制約により，県境・地名は現在のものとする。小寺甚五郎「売上帳」 （春日森の文化博物館所蔵） より作成。
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トに変更して全通している （図10）。その際，

垂井駅前の運送店や，大垣市船町の廻船問屋

から送られてきた運賃領収書などが残されて

いる35）ことから，小寺甚五郎は古屋から上

平寺越を利用せず，岩手峠を越え関ヶ原や垂

井から鉄道を利用して各地へ行商したようで

ある。そのため，小寺甚五郎の取引先は概し

て鉄道沿線が多かった。一宮や名古屋，津島

など東への取引が新たに行われたのは，鉄道

による交通の利便性の向上が挙げられよう。

併せて，このことは，近世にみられた街道に

よる陸上交通に見られた「生産地―中継地―

消費地」から流通システムそのものが変容し

たことも示している。

第二に，近代以降の道路の発達がある。近

世までは粕川筋各村の道路は一間 （1.8m） 程

度であり，物資の運搬は人の肩や背，牛の背

などにより行われた36）。そのため，粕川筋の

各村は茶や薬草の流通のように，峠を越えて

近隣地域と交流を持っていた。

しかし，明治27年以降，道路の整備が粕

川下流地域である揖斐方面から順次行われ，

昭和 7 （1932） 年に揖斐－六合間にバスの運

島のみの取引となっていく。三重県方面も同

じく取引の減少がみられ，松阪において若干

の取引が認められる程度である。

このように，近代における粕川筋産の薬草

売却先の変遷を追うと，次のようなことがい

える。一つは，近世末期から近代初頭にかけ

ての父寅蔵の取引先ではみられなかった，一

宮を中心とした愛知県方面との取引が認めら

れたことである。それまであった西への流通

の他に，東への流通が新たに生じている。ま

た，西への流通は京都や湖南地方が減少し，

長浜を中心とした湖北地方との取引が中心と

なるなど，次第に流通の地域的展開は短距離

となっていった。もう一つは，美濃・近江国

境周辺，とりわけ近江側の湖北地方に着目し

た場合，寅蔵の時代は大津や京都方面への流

通の中継地としての性格を持っていたが，近

代になると，先述のように京都や湖南地方へ

の流通が減少し，湖北地方が消費地として機

能していくことである。このような粕川筋産

の商品作物流通についての二つの変化は，先

述の茶の例でもおおよそ明らかになっていた

ことである。

．近代以降における美濃・近江国境周辺の

流通変遷と性格変化の要因

以上のような，近代以降における粕川筋産

の商品流通の変遷と美濃・近江国境周辺の性

格の変化を引き起こした要因は，以下のよう

に考えられる。

第一に，明治中期の鉄道の発達がある。薬

草流通の場合，先述のように小寺寅蔵による

行商が行われていた時代は，上平寺越により

湖上輸送などを経由して近江・京都・大阪な

どと取引がされていた。しかし，小寺甚五郎

の時代になると徐々に東海道本線が開業し

た。美濃・近江国境周辺における東海道本線

は明治16年に長浜－関ヶ原間，明治17年に

垂井－大垣間が開通したのを皮切りに，明治

22年に長浜－関ヶ原間を米原－関ヶ原のルー

040
(km)

N
10-17
19-23
22-32
22-32

図10　滋賀県･岐阜県周辺の鉄道の発達（明治期）
資料の制約により，県境・地名は現在のものとする。小寺

甚五郎「売上帳」 （春日森の文化博物館所蔵） より作成。
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薬草といった商品作物が流通することによ

り，中継地となった美濃・近江国境周辺に与

えた影響をみた。そして，宿場間での荷物の

継ぎ送りが片道のみであったこと，その中で

九里半街道側と北国脇往還側との宿場間で係

争があったこと，さらに藤川宿では係争の

中，片道のみの継ぎ送りでは扱われるはずの

ない茶が扱われていたが，それは粕川筋産の

ものが伊吹山の峠道を越えて運ばれる街道筋

とは別の流通であったことなど，流通に関す

る地域構造の特殊性について述べた。

その上で，近代以降の流通の地域的展開の

変容をたどり，流通と地域構造との関係をみ

た。その結果，西から東への流通の地域的展

開の変容がみられるとともに，それに伴い美

濃・近江国境周辺の中継地から消費地へと変

化したことが明らかになった。また，そう

いった変化を引き起こした要因として，東海

道本線に代表される鉄道や粕川筋各村におけ

る道路など交通の発達による流通システムの

変容と，中京圏意識の形成・拡大を示した。

従来，流通に関する研究において中継地の地

域構造について分析する視点が欠けていた

行が開始され，昭和25年に揖斐－川合間に

延長されるなど，揖斐方面とのつながりが強

くなっていった。それと同時に，交通が整備

されなかった峠道は次第に利用されなくなっ

た37）。聞き取り調査によると，上平寺越の場

合，昭和10年頃は古屋の村人が上平寺の問

屋に木炭を売りに来て，生活物資を調達して

帰るなど交流がみられたが，戦後は次第に利

用されなくなり，今では廃道になっている。

このように，交通の発達によって揖斐方

面，すなわち東との関係が強まり，峠を越え

ての滋賀県方面との交流は弱まった。このこ

とが，流通の地域的展開が西から東へ変化し

ていった要因の一つといえる。

第三に，中京圏意識の形成と拡大が挙げら

れる。山本によると，近代における全国の流

通についてみた場合，東京圏，中京圏，大阪

圏の三つに集約できるが，このうち中京圏に

ついては近代になってからのもので，近世ま

で尾張は関東地廻り経済圏 （東京圏・江戸），

美濃は大阪圏 （大坂） であった38）。すなわち，

美濃国は近世まで大阪圏であり，西への流通

は当然であって，美濃・近江国境周辺地域が

流通において中継地として機能するのは必然

的である。しかし，近代になって中京圏が形

成されると，名古屋を中心とした東への流通

がさかんになり，西への流通は減少したとい

える。

以上のような要因により，粕川筋産の商品

流通は，近世までの西への流通から近代以降

の東への流通と変化したと考えられる。そし

て，西への流通が減少したことと流通システ

ムが変容したことにより美濃・近江国境周辺

は，中継地としての特色を失い，粕川筋と若

干残った関係において消費地としての地域的

特色が顕著となるように，地域構造が変わっ

たものと考えられる。

図11にこれまで述べてきた結果と要因分

析についてまとめた概念図を示す。本稿で

は，まず近世において美濃国粕川筋産の茶や

図11　近世末期以降の美濃・近江国境周辺にお
ける粕川筋産の茶・薬草流通と地域構造の変容

（概念図）
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